
　同様のご意見につきましては、まとめて記載させていただいております。ご了承ください。

No. 意見の概要 市の考え方

1
なぜこのタイミングで指定ごみ袋を導入するのですか？
根拠が理解できません。

2
明石市だけは、指定ごみ袋を導入しなかったことを評価していたのに、なぜ
ここにきて指定ごみ袋の導入なのですか？
必要性があったのなら、どうしてもっと早くに導入しなかったのですか？

3 他の自治体が導入しているから以外の導入目的を明確にしてほしいです。

4
他の自治体と同様の政策に取り組むのではなく、明石市の独自性のある政
策を考えてほしいです。

5
他の自治体が実施しているからといって、後追いする必要はないと思いま
す。

6

単純指定ごみ袋の導入の目的には、家庭から排出されるごみの量そのもの
を減らす目的と、家庭から排出されるごみを燃やすごみと資源化するごみに
分別する目的という二つの目的があるものと思います。本市における単純指
定ごみ袋の導入は、どちらの目的に重点を置いているのか、明石市の見解を
教えてください。

 明石市では、単純指定袋の導入により、家庭から排出されるごみの減量と分別による資源化
のどちらが重点的ということではなく、両方の側面からの効果を目的としています。

No. 意見の概要 市の考え方

7
指定ごみ袋の導入で、ごみ出しのマナーが守られるといいなと思います。
まずは、分別負担の軽減として、指定ごみ袋は燃やせるごみのみで、分別方
法は同じという点がありがたいです。

8

有料化ではないとのことであれば、どちらにせよごみ袋は購入の必要があ
り、単純指定ごみ袋に賛成します。
中の見える化により、モラルの向上と、他市からのごみ出しが減ると思いま
す。

9
指定ごみ袋に賛成します。
ごみ袋に分別方法が書いてあることで、市民皆の意識が明石のごみ問題を
変えていくと思います。

10
少しの活動がごみの分別を進め、これからの明石を変えていくと思います。
単純指定ごみ袋にすることで、市民が自分の出すごみの量や種類を意識し、
環境負荷が軽減されることを願います。

11
単純指定ごみ袋制度に賛成です。
導入は、市民のごみ分別や減量意識を高めるいい機会だと思います。

12
良い案だと思います。
コンポストの設置等、お金がかかるものより、多くの市民に分別をしなければ
ならないと意識させることが重要だと思います。

　提出していただいた意見の概要および市の考え方は次のとおりです。

（１）ごみ減量の目的、目標について

　明石市を取り巻くごみの現状としては、市内唯一のごみ処理施設「明石クリーンセンター」の
老朽化が進んでおり、施設維持に多額の修繕費を要することから、２０３０年度(令和１２年度)
の竣工を目指して、新ごみ処理施設の整備計画を進めているほか、市内最後となる第３次ごみ
最終埋立処分場の許容残量が少なくなってきており、ごみの減量は大きな課題であると考え
ています。
　その対応として、新ごみ処理施設を可能な限りコンパクト化することや、最終埋立処分場の延
命化を図ることにより、将来世代への負担を軽減するためにも、２０２３年度（令和５年度）よ
り、「ゼロ・ウェイストあかし」を合言葉に、様々なごみ減量施策に取り組んでまいりました。
　このような状況を踏まえた上で、「一般廃棄物処理基本計画」で定めるごみ処理量目標（令和
13年度）の達成に向けては、更なる減量施策の実施が必要であり、このたび、条例改正により
単純指定ごみ袋の導入を図ろうとするものです。

　明石市では、令和５年度より「ゼロ・ウェイストあかし」を合言葉に、紙類・生ごみ等をターゲッ
トに様々なごみ減量施策に取り組んでまいりました。このたびの単純指定ごみ袋の導入は、こ
れまでも取り組んできた「ゼロ・ウェイストあかし」の取組の一つであり、今後も多角的に様々な
施策に取り組んでいく予定です。
　それぞれの自治体に応じて状況が異なり、単純指定ごみ袋の導入の経緯は異なると考えら
れますが、明石市では、単純指定ごみ袋制度の導入を含め、当市に合った様々な減量施策の実
施に努めてまいります。

（２）単純指定ごみ袋制度の導入について

　改正案に賛成の意見をいただき、ありがとうございます。今後の明石市のごみ減量に関する
取組について、参考意見とさせていただきます。
　今後、条例改正による単純指定ごみ袋制度の導入にあわせて、各地域での説明会の開催、広
報あかしやホームページでの情報発信を行い、分別の徹底、ごみの排出抑制、不適正排出の防
止を図り、ごみ減量化、再資源化の推進に努めてまいります。

「明石市廃棄物の処理及び清掃に関する条例」の一部改正（素案）に対する意見公募結果

１　募集期間

　2025年（令和7年）3月19日（水）から4月18日（金）まで

２　募集結果

　90名の方から、１８４件のご意見をいただきました。

3　意見の概要と市の考え方
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13

単純指定ごみ袋に賛成です。
有料化には反対です。
値段があまりに変わらず、ごみが減るならいいと思います。
負担感も少ないと思います。

14
単純指定ごみ袋に賛成です。
ごみの減量のためには必要なことだと思います。

15
単純指定ごみ袋に賛成です。
値段が同等であれば、抵抗なく変更できる人が多いと思います。
指定袋に変えるだけで、ごみを減らす意識が働くと思います。

16

ごみの処理手数料が上乗せされない単純指定ごみ袋であれば、家計の負担
が増えないだろうとひとまず安心しています。
家庭から出るごみを減らす、分別を徹底して再資源化することは大切なこと
だと思います。

17
分別回収の面からできるだけ早く、指定ごみ袋の導入を実施すべきと考えま
す。

18

指定ごみ袋の導入に賛成します。
近隣と比べて、明石市はごみの減量に対する意識が低すぎます。
現状の不透明な袋では、中が確認できず、収集する人（委託業者は民間業者
もある）が危険だと思います。

19
単純指定ごみ袋の導入は必要がないと考えていましたが、ホームページ等を
みて、市が利益を得るわけでもなく、減量に繋がるのであれば賛成に意見が
変わりました。

20
指定ごみ袋に賛成です。
分別がしやすくなり、ごみが減るのならいいと思います。

21 子や孫の世代のことを考えたら導入やむなしと思います。

22 今まで袋を購入しており、指定袋になっても変わりないので賛成です。

23

ごみ処理施設が最新式に更新されると聞いていますが、この設備が高効率
で運転され、ひいては処理コストの低減に繋がるのであれば、その一助とな
るごみの選別は欠かせないものであり、手段としてのごみ袋の指定化も受け
入れることに私は異存はありません。

24

近くのごみステーションを見ると、出し方のルールが守られているのかなと
感じることがあります。
見るからに、家庭ごみではないものがあったり、段ボールに詰め込まれてい
たりしており、指定ごみ袋が導入されればいいなと思います。
また、仕組みそのものがよく知られていないようなので、事前の説明をしっ
かりとする必要があると感じます。

25

指定ごみ袋に賛成です。
子どもたちのために少しでもいい環境を残してあげたいと思います。
しかし、当然反対される人も多いと思いますので、もしも反対多数で指定袋
が採用できなかった場合はどうなりますか？
将来的に費用負担が増えたり、それが早まったりしてしまうのであれば、慎
重に判断していただきたいです。

　単純指定ごみ袋以外のごみ減量施策としては、ごみ処理の有料化やごみ分別の細分化など
があります。ごみ減量施策の中でも、単純指定ごみ袋制度は、有料化に比べ経済的負担が少な
い施策であり、制度導入に合わせて説明会をはじめとした啓発、広報を丁寧に実施していくこ
とで、より多くの市民の皆様ご理解いただけるよう努めてまいります。

26 指定ごみ袋の導入に反対します。

27

単純指定ごみ袋に反対します。
ごみ袋を指定しなくとも、きちんと分別して日常的にごみ処理ができている
ことを市民として誇りに感じています。自治体が現状を継続できる方法を模
索するべきです。

28
一部不謹慎な人もいるかとは思いますが、現在の明石市は順調にごみが減
少しており、指定ごみ袋制度はやめてほしいです。

29 家族でもごみの削減にしっかりと取り組んでおり、指定ごみ袋に反対です。

30
指定ごみ袋に反対です。
明石市に協力して、家庭でごみの減量に取り組んできたのに、指定ごみ袋へ
移行は受け入れられず、明石市を嫌いになります。

　明石市においては、老朽化が進むごみ処理施設の建て替えや最終処分場の延命化のため、
ごみの減量、再資源化に取り組んでいるところです。
　今回の条例の一部改正による単純指定ごみ袋制度は、袋の価格にごみ処理手数料を上乗せ
して有料化する有料指定ごみ袋制度に比べ、市民の皆様の経済的負担が少ない制度です。
　現在、家庭系ごみの排出のルールとして、45リットルサイズのポリ袋での排出と定めていま
すが、市民の皆様からの要望を受けて、このたびの単純指定ごみ袋の規格として、容量の違う
３サイズ（15リットル、30リットル、45リットル）を導入し、世帯人数等の各ご家庭のニーズに
あったサイズをお選びいただけるよう検討しています。
　単純指定ごみ袋制度の導入のみでごみ減量が進むわけではなく、様々な施策の組み合わせ
が必要であると考えており、ごみ分別、減量化についての地域への説明会をはじめとした広
報、啓発の強化等により、市民の皆様にごみ分別等に取り組んでいただけるよう努めてまいり
ます。
　また、単純指定ごみ袋制度の導入の目的のひとつとして、中の見えないごみ袋や段ボール等
での排出によりごみ分別や排出ルールが守られていない状況の改善があります。中の見えな
いごみ袋や段ボール等での排出は、収集作業の際に安全面、効率面に支障があり、単純指定ご
み袋の導入により、ルールの徹底を進めようとするものです。
　加えて、単純指定ごみ袋の導入により家庭系ごみと事業系ごみの排出が明確化される効果
が期待できると考えており、事業者に対する啓発指導も強化し、事業系ごみの混入や、他自治
体からの持ち込みごみの防止といった、不適切に排出されるごみの抑制にもつなげてまいり
ます。

　改正案に賛成の意見をいただき、ありがとうございます。今後の明石市のごみ減量に関する
取組について、参考意見とさせていただきます。
　今後、条例改正による単純指定ごみ袋制度の導入にあわせて、各地域での説明会の開催、広
報あかしやホームページでの情報発信を行い、分別の徹底、ごみの排出抑制、不適正排出の防
止を図り、ごみ減量化、再資源化の推進に努めてまいります。

2



31
指定ごみ袋の導入に反対します。
簡単に市民に負担させて解決しようとしないでください。

32 指定ごみ袋の導入の結論ありきで、進めているように感じ、不快です。

33
すでに自身では、食品トレーはスーパーへ、雑紙は廃品回収にと、できる範囲
でごみの減量は実施済みで、これ以上は必要ないです。

34 ごみ袋は現状のままにしてほしいです。

35
指定ごみ袋にすると、購入できない人、体が不自由な人、余裕のない人がご
みを排出できず、家がごみ屋敷になる可能性があります。
今まで通りの捨て方にしてほしいです。

36
高齢者世帯等では、小さい袋でも、数日のごみをためる必要がでてきます。
夏場にごみの腐敗が進み、衛生的にもよくないです。

37
分別を行う人はどのような袋でも分別するし、しない人は袋をどう指定して
もしないと思うため、指定ごみ袋の導入はせず、このままがいいと思います。

38
“ごみを減らしたいという目標に対して、袋を高いごみ袋にしても、それを捨
てないといけないというだけで、ごみの量は変わらない”との街頭演説を聞
いて、その通りだと思います。

39 ごみを減らすなら別の方法にしてほしいです。

40
市民のごみを減らそうとする主体的な意識を低下させる可能性が大きいと
思います。

41

明石市は、他市に比べ分別が優しく、だからこそごみの分別や減量を頑張ろ
うと思えます。
指定ごみ袋制度が導入されれば、益々負担が増え、分別意識が低下するので
はないですか。

42
各家庭でもっとできることがあるはずで、自治体においても家庭ごみの減量
に取り組める仕組み作りが大切だと思います。

43 不法投棄が増えます。

44 道路等へのポイ捨ての増加が懸念されます。

45

先に導入している自治体の人に聞いたところ、田んぼや畑、川にごみの不法
投棄が多くなるそうです。
今ですら海に捨てられているごみを目にするのに、ごみ袋が指定され、分別
方法が難しくなれば、もっと人目のつかない場所にごみが捨てられたり、ご
みを捨てることができず、ごみ屋敷が増える恐れがあります。

46
スーパー等の店舗で、家庭からごみを持ち込んで捨てていく、不法投棄が増
える可能性があります。

47
指定ごみ袋の導入に必要な経費はどれくらいになりますか。
項目別にお示しください。

　令和７年度の予算では、単純指定ごみ袋の導入に関するデザイン・啓発委託業務費として
100万円、予定する各地域への説明会の会場使用料として40万円を見込んでいます。

　明石市においては、老朽化が進むごみ処理施設の建て替えや最終処分場の延命化のため、
ごみの減量、再資源化に取り組んでいるところです。
　今回の条例の一部改正による単純指定ごみ袋制度は、袋の価格にごみ処理手数料を上乗せ
して有料化する有料指定ごみ袋制度に比べ、市民の皆様の経済的負担が少ない制度です。
　現在、家庭系ごみの排出のルールとして、45リットルサイズのポリ袋での排出と定めていま
すが、市民の皆様からの要望を受けて、このたびの単純指定ごみ袋の規格として、容量の違う
３サイズ（15リットル、30リットル、45リットル）を導入し、世帯人数等の各ご家庭のニーズに
あったサイズをお選びいただけるよう検討しています。
　単純指定ごみ袋制度の導入のみでごみ減量が進むわけではなく、様々な施策の組み合わせ
が必要であると考えており、ごみ分別、減量化についての地域への説明会をはじめとした広
報、啓発の強化等により、市民の皆様にごみ分別等に取り組んでいただけるよう努めてまいり
ます。
　また、単純指定ごみ袋制度の導入の目的のひとつとして、中の見えないごみ袋や段ボール等
での排出によりごみ分別や排出ルールが守られていない状況の改善があります。中の見えな
いごみ袋や段ボール等での排出は、収集作業の際に安全面、効率面に支障があり、単純指定ご
み袋の導入により、ルールの徹底を進めようとするものです。
　加えて、単純指定ごみ袋の導入により家庭系ごみと事業系ごみの排出が明確化される効果
が期待できると考えており、事業者に対する啓発指導も強化し、事業系ごみの混入や、他自治
体からの持ち込みごみの防止といった、不適切に排出されるごみの抑制にもつなげてまいり
ます。

　ごみ減量は、市民の皆様にごみ分別への意識をお持ちいただき、排出の際に行動していただ
かなければ進まないと考えています。単純指定ごみ袋の導入は、ごみ分別の意識をより多くの
市民の皆様に持っていただくための機会であると考えており、説明会等の広報強化と組み合
わせて、より一層の分別意識の向上につながるよう努めてまいります。

　不法投棄は法律に違反する行為であり、明石市における不法投棄対策は、土地・物件等の管
理者の責任において対処することを基本に、明石警察署をはじめとする関係機関等と連携し
て取り組んでいます。
　現在も、収集作業中におけるパトロール活動の防止策を行い、不法投棄があった場合は、現
場調査、警告シールによる警告をはじめ、地元自治会への啓発チラシの配付、看板等の設置な
どを行っています。
　また、投棄者が特定された場合は、警察へ通報することを含め適正処理・再発防止などを指
導しており、今後も厳正に対処してまいります。
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48
現状では、ごみを入れるために再利用していた商品を梱包されていた袋が、
今後はごみそのものとして指定袋に入れて捨てることになります。

49
レジ袋等を最終的にはごみ袋として活用しており、再資源化となっていま
す。

50

不要な袋（ペットシートの袋、トイレットペーパーの袋等）に燃えるごみを入れ
て排出しており、ごみ袋は購入していません。
現在の物価高に加え、捨てるものに、お金をかけたくない。価格も一般的な
ごみ袋と同等額なら指定ごみ袋にする必要性が分かりません。現在ごみ袋を
購入していない家庭は、新たにごみが増えるだけになります。

51
袋を買うのを節約して水の配達の時についてくる透明の袋をごみ袋の代わ
りに使って節約しています。明石市から無料で配布されているならまだし
も、節約生活をしている身からしたら指定ごみ袋を買う余裕はありません。

52

家庭から排出されるごみは、スーパーマーケットなどのプラスチック袋に入
れて出されているケースが多くあります。その家庭のごみの量はその容量分
しかないのだと思います。単純指定ごみ袋もスーパーマーケットのプラス
チック袋も材質の相違は少ないはずです。どちらの袋も燃やせば、地球環境
に与える影響は同じです。
そのような排出量の少ない家庭が、わざわざ単純指定ごみ袋を購入して使
用しなければならない理由について、明石市の見解を教えてください。

53
ごみ袋を製造する業者が一社に絞られ継続的にその会社が製造するとなる
と、市長や市幹部との癒着が発生し、市民に利するとは思えない事態となる
可能性があります。

　このたびの単純指定ごみ袋は、製造する業者を一社に絞るのではなく、明石市が指定する規
格の指定ごみ袋の製造を希望する全ての事業者を対象とした登録制とする予定です。

　現在、明石市におきましては、燃やせるごみの排出のルールとして、ごみ袋は、中の見える透
明または、ブルー系で45リットルサイズのポリ袋での排出をお願いしています。明石市発行の
「ごみカレンダー」等におきましても、小さい袋や黒い袋、段ボールを利用して出さないように
ルールを守った排出を呼びかけているところです。
　しかし、ご意見でいただきましたとおり、世帯の人数や環境によって、排出されるごみの量は
様々であり、小さなサイズの袋を利用したいとの要望がワークショップにおいても多かったこ
とから、このたびの単純指定ごみ袋の導入に合わせてルールを変更し、新たに排出量に合わせ
た３サイズ（15リットル、30リットル、４５リットル）での展開を予定しています。
　これまでと違い、各ご家庭に応じたごみ袋を選択することができ、ごみの排出量が少なく45
リットルサイズのポリ袋では大きいと感じられていた方のメリットになればと考えています。
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No. 意見の概要 市の考え方

54
ごみ袋有料化に反対です。
有料化したところで、ごみの削減につながるのかわからないです。

55
ごみの減量の必要性は理解しますが、たった8％程度の減量のために、ごみ
袋代の有料化には反対です。

56
物価高の中、有料化には反対します。
他の自治体に合わせる必要はないと思います。

57 単純指定ごみ袋は、「市民への負担増と実質的な増税」です。

58

物価が高騰している状況で、これ以上家庭の支出負担が増加する施策はや
めてほしいです。
景気動向が好転したタイミングであれば理解ができるが、今の状況では絶対
にやめてほしいです。

59
物価高騰で家計へに負担が増加している上に、ごみ袋代や水道代値上げで
家計を圧迫されます。

60
物価の高騰、医療費の増加で支出が増え、年金受給者は収入の増加が見込
めない中、これ以上の出費の増加はやめてほしいです。

61

物価高騰が続き、米の値段も２倍になっており、トランプ関税も懸念される
今、ごみ袋の有料化をすることは、「対話と共創で市民の笑顔あふれるまち
に」に反すると思います。
明石市には子育てには力を入れているが、「ごみの有料化」は高齢者にとっ
て生活が苦しくなるだけです。

62 現在は単純指定ごみ袋ですが、有料化のためのステップではないですか。

63
単純指定ごみ袋制度導入後、将来的に回収費等が上乗せ（有料化）となる可
能性はありますか。

64
指定ごみ袋にするのではなく、粗大ごみのように処理券のシールを貼るよう
な仕組みにしてはどうですか？

　粗大ごみ処理券のようなシールにつきましては、自由な袋を選択できる利点がある一方、ご
み袋代に加え、シール代としてごみ処理手数料を上乗せする有料化施策の一つとなります。市
民の皆様に経済的な負担が大きくなることから慎重な判断が必要であると考えており、現在
のところ予定しておりません。

65

ごみ袋の有料化については、消極的賛成。
新しく建設される焼却炉を小さくするために、可燃ごみを減らさなければな
らないことは理解できる。
すでに、有料化が実施されている自治体において、ごみが減少している実績
もきいており、明石市においても導入は理解できる。
自分の自治会において、ごみ集積所の整理等をしていると、段ボールに入れ
て排出されていたり、紙類が多く捨てられていることも目にする。
ルールを守らない人は、有料化されても分別しないといった意見もあると思
うが、自治会活動等で、分別への協力を呼び掛けるので、市としても、もっと
焼却場に関する問題点の説明や分別収集への協力を強く呼び掛けてほし
い。

　単純指定ごみ袋の導入の目的については、ごみの減量以外にも、不適切に排出されるごみの
抑制、排出ルールの向上等の側面もあります。ごみ減量は各自治会の皆様のご協力を得なけ
れば達成できないものと考えており、各地域での説明会の開催等により、丁寧な説明、啓発に
努めてまいります。

66
廃棄物処理において市は、市民に対し本来あるべき姿を真正面から提示し、
安易なかたちで市民の声を聞いて、取り下げる等しないでほしいです。
単純指定ごみ袋ではなく、有料指定ごみ袋にするべきと考えます。

　明石市では、このたびの単純指定ごみ袋制度を含む「ゼロ・ウェイストあかし」の取組みの中
で、包括的にごみの減量を進めているところです。有料化につきましては、ごみの減量効果が
大きいと見込まれますが、金銭的な負担が生じ、市民生活に直接大きな影響を与えるもので
あるため、その導入は慎重に行わなければならないと考えています。
　家庭ごみの有料化については、様々な減量化施策を講じても減量化の効果が見られない場
合に検討する減量化施策の一つではありますが、現在は予定しておりません。

67
ごみの減量が進めば処理費用が減り、ごみ袋の費用にまわす等が可能に感
じます。根拠のない数字ではなく、IN/OUTを明確に、数的根拠を示してほ
しいです。

　単純指定ごみ袋制は、袋の価格にごみ処理手数料を上乗せして有料化する有料指定ごみ袋
制と異なり、単にごみ袋の規格を市が指定し、登録業者が製造・販売を行うものです。
　このため、単純指定ごみ袋には、ごみ処理手数料等は含まれておらず、明石市へ財源として
歳入が増加することはございません。

（３）有料化との違いについて

　このたびの単純指定ごみ袋の導入におきましては、ごみ袋代にごみ処理手数料を上乗せす
る「有料化」とは違い、ごみ袋の規格やデザインのみを市が指定する制度です。
　ごみ袋の価格にごみの処理手数料は上乗せされておらず、価格はスーパーやドラッグストア
等の小売店に委ねられるため市場価格となり、店舗により価格は異なりますが、45リットルサ
イズのポリ袋の場合、現在明石市で多く利用されているブルー系半透明のポリ袋と同等の価
格になると見込まれます。単純指定ごみ袋制度を既に導入している自治体においても、市販の
袋と大差ない価格で販売されています。
　また、「有料化」につきましては、単純指定ごみ袋制に比べ、ごみの減量に、より効果的ではあ
りますが、市民の皆様の経済的な負担が大きくなることから慎重な判断が必要であると考え
ており、現在のところ有料化の予定はありません。
　今回の単純指定ごみ袋制度は、少しでも市民の皆様へ経済的負担が少なく済むうえ、ごみの
減量に有効な施策と考えています。
　ご理解賜りますようよろしくお願いします。
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No. 意見の概要 市の考え方

68

有料化ではないのであれば、単純指定ごみ袋の導入により、なぜごみが減量
できるのか、理由がわかりません。
明石市は人口が増加しているが、ごみは減小しており、現状問題視するほど
不適切な状況には思えません。
置いていったごみも再回収となれば手間と費用が無駄です。
他市事例も踏まえ、導入効果を示してほしいです。

69
指定ごみ袋を導入することによって、ごみが著しく減量できるのであれば同
意できますが、期待はできないと思います。

70 ごみ減量に効果があるのであれば、指定ごみ袋に賛成します。

71
広報あかしに記載のある「指定ごみ袋を導入することで、ごみを出すときの
ルールが明確になり」の部分が理解できません。わかりやすく詳細を説明し
てほしいです。

72 指定ごみ袋により、なぜルールが明確になるのですか。

73 指定ごみ袋により、なぜ適正なごみの分別が進むのですか。

（４）単純指定ごみ袋制度の効果について

　単純指定ごみ袋の導入に比べて、ごみ袋代にごみ処理手数料を上乗せする「有料化」施策の
減量効果が大きいことは承知しています。
　明石市では、現在の世情等を鑑み、市民の皆様になるべく経済的負担をかけず、有効な減量
効果が見込める施策の一つとして、単純指定ごみ袋の導入を予定しています。
　導入効果としては、分別の促進や、段ボール等による不適切な排出の是正、近隣自治体から
不正に排出されるごみの抑制、事業系一般廃棄物の家庭系ごみへの混入の抑制等による減量
が見込めると考えています。
　また、広報誌でもお知らせさせていただいたとおり、単純指定ごみ袋制度の導入にあわせ
て、各地域で説明会を開催し、正しい分別方法やごみの排出ルールを改めてご説明させてい
ただくことで、これまで以上に分別・再資源化が進み、各家庭からのごみを減らすことができ
ると考えています。
　他市の事例につきましては、近隣市や県下の中核市などにヒアリングや調査を行いました。
各自治体の個別事情や指定袋導入前の政策等によって、減量効果に差はありますが、単純指
定ごみ袋の導入に加えて、ごみ分別の普及啓発等の様々な施策との組み合わせることより、ご
みの減量効果があったことを確認しており、明石市においても導入効果が見込めるものと考
えています。

　単純指定ごみ袋制度の導入のみでごみ減量が進むものではなく、導入にあわせて、各地域で
説明会を開催させていただき、正しい分別方法やごみの排出ルールを改めてご説明させてい
ただく等、様々な施策を組み合わせることで、これまで以上に分別・再資源化が進み、各家庭
からのごみを減らすことができると考えています。
　また、単純指定ごみ袋のデザインとして、排出可能なごみ等を明示することで、今までごみ分
別に関心を持っていただけなかった方に対して、正しい分別の一助になるものと考えていま
す。さらに、多言語表記を行うことで、日本語が苦手な外国人の方にも、正しい分別方法をお
伝えする効果があると考えています。
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No. 意見の概要 市の考え方

74
なぜ透明なごみ袋にするのですか？
ハガキや封筒等、個人情報への配慮はされないのですか。

75
透明の袋の指定は、女性の一人暮らしや女性がいる家庭は抵抗があると思
います。
せめて半透明の袋を認めてほしいです。

76
燃やせないごみ、資源ごみについて、透明袋としているが、中身が見えるも
のであれば、半透明等でもよいのではないですか。

77
不燃ごみと資源ごみで、青色半透明の袋でも排出できるようにしてほしいで
す。

78
少量でもごみが排出できるよう15Lでも大きいと感じており、最小のレジ袋
サイズの袋で出せるようにしてほしいです。

79
指定ごみ袋に「ごみの持ち去りは犯罪です」のような文言も入れてはどうで
すか。

80
指定ごみ袋に図や文字を入れて、何を入れて捨てるべきか明確にしてほしい
です。

81
燃やせるごみに土を入れる際、指定ごみ袋では破れやすく捨てにくいのでは
ないですか。

82
環境省からも「地方公共団体におけるバイオプラスチック等製ごみ袋導入の
ガイドライン」が出ているとおり、これから指定ごみ袋を導入する自治体にお
いては、バイオプラスチック等製ごみ袋の導入を検討すべきです。

83
指定されるごみ袋の形は「平袋」、「U字袋（取っ手付袋）」両方で考えています
か。

84 指定ごみ袋の厚さは何ミリで考えていますか。

85 指定ごみ袋について、カラス被害を少なくする工夫はされていますか。

86
目の不自由な人や日本語以外の言語を使っている人たちや、生活困窮者へ
の配慮については何か考えていますか。

87
近所にも外国人の人が増えており、指定ごみ袋にして、袋に外国の人もごみ
の分け方がわかるようにすると良いと思います。

88 ごみ袋は焼却しても、有害物質の発生しないものにしてほしいです。

89
指定ごみ袋の表示に使用する顔料及びインクについて、カドミウム、鉛等の
有害な重金属および塩素化芳香族、炭化水素等のハロゲン化合物を含まな
いようにしてほしいです。

90 15Ｌの袋でも大きすぎるため、8Ｌ程度の袋のサイズをつくってほしいです。

91
なぜ燃やせるごみの指定ごみ袋なのですか。
神戸市を参考に、他のごみに対して指定しない理由は何ですか。

　分別種類ごとの単純指定ごみ袋を導入した場合、多くの種類の袋を準備していただくことに
なるなど、市民の皆様の負担が増えることから、燃やせるごみのみについて導入を予定してい
ます。
　ただし、燃やせないごみと資源ごみにつきましては、中身の見える無色透明または無色半透
明の市販袋に指定いたします。意図としては、収集作業員の安全確保と正しい分別の確認を目
的としています。

（５）指定ごみ袋の価格、仕様等について

　現在、明石市では、燃やせるごみ・燃やせないごみ・資源ごみの排出のルールとして、中の見
える透明または、ブルー系の45リットルサイズのポリ袋での排出をお願いしているところです
が、中の見えないごみ袋や段ボール等により、危険物や不適物が混入した違反ごみが排出さ
れるケースもあり、収集時の対応に苦慮しています。
　指定ごみ袋の導入により、燃やせるごみについては、個人情報配慮の観点から、半透明の指
定ごみ袋とさせていただく予定ではありますが、各ご家庭の判断により、排出の際に個人情報
の塗りつぶしや裁断等、ご対応をお願いいたします。
　また、燃やせないごみ・資源ごみについては、当初、透明の市販袋を予定していましたが、寄
せられたご意見を踏まえ、中身の見える無色透明または無色半透明の市販袋に予定を変更し
ます。
　安全かつ効率的なごみ収集作業のためにも、排出ルールの厳守にご協力いただきますよう
お願いいたします。

　単純指定ごみ袋の仕様やデザイン等について、貴重なご意見をいただきありがとうございま
す。
　仕様やデザイン等については、現在検討中であり、今後、皆様のご意見を参考にさせていた
だきます。
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92
指定ごみ袋の販売金額は、市が統一価格として管理するのですか？
自由競争なのですか？

93
指定ごみ袋の価格を教えてほしいです。
市販の袋より高くなるのであれば、有料化ではないですか。

94

市販のごみ袋の価格と同等と広報あかしに記載があるが、確約はできます
か？
市販より少しでも高い袋になれば実質有料化ではないのですか。
その場合、負担分を市はどのように対応する予定ですか。

95
ごみ袋の価格が市長の一存で変更可能になります。最初は市販のものと変
わらなくても、市の財政状況が危機的に陥った場合、高価格となる可能性も
あります。

96 指定ごみ袋の価格設定について、どのように考えていますか。

97 ごみ袋にわざわざ印刷を施すコストが無駄に感じます。

98 袋の値上がりがあると、貧困世帯が困窮します。

99
現状、スーパーのレジ袋で足りる程度の量であり、45Lなど大きなサイズの
袋を購入すると無駄が多すぎます。

100
高齢者等世帯によっては、少量をスーパーの袋で出す等の工夫をしているの
に、ごみ袋を買うとなると負担が増えます。

101
1円でも安く買い物をしている主婦にとって、現在の市販の袋より少しでも
高くなるならば、負担となります。

102

ごみ袋の単価が上がり、店舗の管理運用コストも上がり、今より10％程度は
高くなるのではないですか。
減量効果が確実であれば、通常のごみ袋より価格を安くなるようにしてほし
いです。

103
現在購入しているごみ袋は、45リットル半透明で税込み300円弱です。仮
に指定ごみ袋にするなら、これより安くしないと市民負担となるので反対で
す。

104 どこでも買えるのであれば、単純指定ごみ袋に賛成です。

105 購入できる店が限られる可能性があるのではないですか。

106

燃やせないごみ、資源ごみを入れるための透明の袋を置いていないスー
パーが多いです。
本格導入までに、スーパー、コンビニ、ホームセンターで購入できるよう各店
舗へ行政から働きかけてほしいです。

107 指定ごみ袋の販売単位はどのように考えていますか。

　単純指定ごみ袋制度においては、市は、ごみ袋の規格や仕様を指定しますが、販売単位につ
いては指定せず、製造業者や小売店等の市場に委ねることを予定しています。
　単純指定ごみ袋制を導入した他市の事例では、価格や枚数についてはニーズに応じて、様々
なセットが販売されています。

108
他自治体のように、コロナ禍（有事の際）で袋の生産が追いつかない時に困
ります。

　コロナ禍の単純指定ごみ袋の導入時に、店頭在庫が不足した他市事例もあることから、明石
市では、単純指定ごみ袋の導入のタイミングで店頭在庫が不足することのないよう早い段階
で、ごみ袋の製造業者への聞き取りを行い、単純指定ごみ袋の仕様の確定、製造を希望する事
業者向けの説明会等を実施し、移行期間までに、ごみ袋が店頭販売されるように働きかけま
す。
　また、移行期間を６ヵ月間設け、販売状況を確認の上、本格導入までにはごみ袋が店頭販売
されるよう小売店、製造業者にお願いしてまいります。

　単純指定ごみ袋制度は、現在購入していただいている市販のごみ袋と同様に、スーパーやド
ラッグストア等の小売店等でご購入していただくことになります。
　ごみ袋の価格にごみの処理手数料は上乗せされておらず、価格はスーパーやドラッグストア
等の小売店に委ねられるため市場価格となり、店舗により価格は異なりますが、45リットルサ
イズのポリ袋の場合、現在明石市で多く利用されているブルー系半透明のポリ袋と同等の価
格になると見込まれます。
　また、世帯の人数や環境によって、排出されるごみの量は様々であり、小さなサイズの袋を
利用したいとの要望がワークショップにおいても多かったことから、このたびの単純指定ごみ
袋の導入に合わせてルールを変更し、新たに排出量に合わせた３サイズ（15リットル、30リッ
トル、４５リットル）での展開を予定しています。

　すでに単純指定ごみ袋を導入している近隣市では、スーパー、コンビニ、ホームセンター等で
広く販売されており、当市においても同様に販売していただくようごみ袋の製造業者を通じて
協力をお願いするとともに、市からも働きかけを行ってまいります。
　また、燃やせないごみ、資源ごみ用の市販袋についても、同様に販売の協力をお願いする予
定です。
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No. 意見の概要 市の考え方

109
広報あかしで、指定ごみ袋について初めて知りました。検討していることさ
え知りませんでした。タウンミーティングのテーマにも上がっておらず、推し
進めるのはいかがなものですか。周知、広報が不十分です。

110
タウンミーティングにおいても、様々な意見が出た中、ごみ袋の有料化とい
う行政側の思惑に沿った意見が取り扱われたと聞いています。
行政側の方針ありきでの進め方はやめてほしいです。

111
勝手に進めないでほしいです。
市民の意見も聞いてほしいです。

112
指定ごみ袋の導入に対して、市民の９割が賛同しているという根拠を示して
ほしいです。

113

市民の意識をどう変えていくべきかを議論すべきです。
安易な解決策を採用せず、問題の本質を議論してほしいです。
アンケート結果の「やむを得ないので賛成」を肯定的にとらえて、政策を進め
ないでほしいです。
議論し、考え抜いた結果、指定ごみ袋を採用するのであれば問題ないです。

114
もう少し事前に、知恵を出しあったり、話し合いができる意見交換の機会を
設けてほしかったです。

115
紙ごみを資源化することが重要項目と考えますが、どうすれば市民が分別す
るようになるのか、意見を述べる機会がほしいです。いろいろな考えが集ま
ると期待するとともに、自分の意見も伝えたいです。

116
明石市はごみ袋は指定しておらず暮らしやすい街と評判。指定ごみ袋ではな
く、もっと啓発活動を行い、ごみを減量し、指定ごみ袋がない住みやすい街
をアピールしてほしいです。

117 今のままの収集方法が継続できる方法を行政が示すべきです。

118
ごみの捨て方の注意喚起ポスターを貼る等の市民に迷惑をかけない方法で
減量してほしいです。

119 生ごみ処理機の助成等、もっと周知方法を考えて広く広報してほしいです。

120
７月からの住民説明会の開催はもう少し再検討し、まずはわかりやすく情報
発信してほしいです。

121

単純指定ごみ袋の導入の周知はどのように広報する予定ですか？
広報あかしは、新聞等をとっている世帯が減っており、全体に行き渡らない
と考えます。LINEにしても、市民の側からのアクションなく情報が届かず、効
果的とは考えにくいです。ステーションへの告知看板は当然として、主要なス
テーションに人員を配置して、利用者に直接働きかけることは効果的と考え
ますが、現実的ではないと思います。

122
ホームページに表示されているごみの出し方について、例外的なごみについ
ては、写真やイラストでわかりやすく説明してほしいです。

123

２０２６年度には自治会に徹底した指導が必要と考えます。
アンケートとワークショップでの賛否の回答には、乖離があり、多くの人と意
見交換をし、自分の行動を見直す機会となったワークショップにおいては、賛
成数が非常に高くなったと考えます。
各地域のごみ減量推進員と協力員は積極的に研修会等へ参加し、各自治会
に年間の活動報告等を要請し、ごみの減量を推進していくべきと考えます。
住民がごみの減量、分別に努めるのは当然の行動と考えています。

　ごみ減量推進員及び協力員の皆様には、本市のごみ減量施策にご協力いただいています。
　今後も、ごみ減量推進協議会や研修会を通じて、地域の皆様との連携のもと取組を推進して
いきたいと考えています。

（６)啓発（広報）について

　「家庭系指定袋制の導入」につきましては、2022年（令和４年）4月に改定された「明石市一
般廃棄物処理基本計画」における推進項目として位置づけられており、当該計画の改定にあ
たっては、有識者、関係団体、公募市民で構成される「環境審議会」で議論を重ねています。
　また、2023年（令和５年）９月に、市民向けに実施した「ごみ減量」をテーマとしたタウンミー
ティングでは、指定ごみ袋に関して情報提供し、参加者からのご意見として、指定ごみ袋の導
入に関するご提案をいただいています。
　さらに、２０２４年（令和６年）８月～１０月にかけては、市内９か所で、ごみ減量推進協力員研
修会を一般市民にも拡大した「ごみ減量ワークショップ」を実施し、市からの情報提供として、
指定ごみ袋制度について理解を深めていただく機会を設けました。
　そして、２０２４年（令和６年）９月には、無作為に抽出した1,300名の市民を対象に「ごみの
減量に関するアンケート」を送付し、指定ごみ袋についてのご意見をお聞きしております。同様
のアンケートは、ワークショップ参加者に対しても実施しており、アンケートの結果としては無
作為抽出では回答者の57.4%、ワークショップ参加者では87.8%の方々から指定ごみ袋の
導入に一定のご理解とご賛同をいただいており、これらのアンケート結果については、広報あ
かし（2025年３月15日号）および市ホームページに掲載し、広く市民の皆様にお知らせして
いるところです。
　市民の皆様への周知、広報については、より多くの皆様にご理解・ご協力いただけるよう今
後も引き続きごみ減量に関する情報発信に努めてまいります。

　ごみの問題は、市民の皆様の日常生活に直結するものであり、皆様のご理解とご協力があっ
てはじめて、ごみの減量化が実現できるものと考えています。
　そのためには、ご意見いただいたとおり、広く市民の皆様に受け取っていただけるような手
法で、分かりやすい情報発信や、啓発活動を行うことが必要不可欠であると考えており、今
後、ごみ減量施策についての取組を進めていく中で、ごみ出しルールやごみ減量にかかる啓発
や、効果的な広報に努めてまいります。
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No. 意見の概要 市の考え方

124
青色半透明の袋を大量に購入しており、移行期間の終了までに使いきれな
い。本格導入となっても、当面の間は青色半透明での排出を認めてほしいで
す。

125
指定ごみ袋を導入しても、透明な袋でのごみ出しが可能であるとルールを定
めてほしいです。

126
不燃ごみも透明の袋に指定とあるが、長尺物等も解体して袋に入れないと
回収されないのですか？

127
指定ごみ袋に入れずにごみがステーションに排出された場合、そのごみの取
り扱いがどうなりますか？
ステーションを管理する自治会等が掃除をしないといけないのですか？

128
指定ごみ袋に入っていない、回収してもらえなかったごみは誰が処分するの
ですか。
各地域へ任せる等の対応はやめてほしいです。

129
ルールを守らず、指定ごみ袋に入っていないごみを放置するのは、景観の悪
化、放火のリスクもあるため、ルールが守られていない場合の対応も検討し
てほしいです。

130

指定ごみ袋以外の袋でルールを守らず排出されたごみについて、収集を拒
否するのですか。
ルール違反者に対する対応で地域の世話係の方の負担にならないようにし
てほしいです。

131

ごみステーションに自宅が面しており、現状でさえ、指定された日以外にご
みを出す人や、車等でやってきて、本来排出してはならない人が捨てていく
等で、ステーションの管理に苦労しているのに、今回の単純指定ごみ袋の導
入により、燃やせるごみの日に回収して貰えないごみがでてくると、さらに
ステーション管理が大変になります。
広報あかしにも、アンケートやワークショップで賛成が多かったと書いてあり
ますが、ごみステーションに面した家に住んでいる人は少数であり、ステー
ションの管理をしている人の意見も聞いてほしいです。
指定ごみ袋以外のごみを置いていく対応をし、後日回収する運用を検討して
いるのであれば、余計な手間と費用がかかってしまうだけではないのです
か？

132

段ボール等は、リサイクルして再利用することとなっていますが、燃やせるご
みの日に多数出ており、そのまま回収されています。
指定ごみ袋の導入後は、指定ごみ袋に入っていない段ボール等は、回収しな
いようにするべきです。
県下でも徹底して回収しない自治体もあると聞いています。

133
段ボールを今までどおり、袋に入れず燃えるごみの日に回収してほしいで
す。

134 夜勤等で朝にごみが出せない人のために、夜間回収にしてほしいです。

　ご提案いただいた事業の実施にあたっては、夜間回収にあたる収集作業員の人員確保等の
課題もあり、実現が難しい側面もございますが、今後のごみの減量施策を検討していく上での
参考とさせていただきます。

135
単純指定ごみ袋を導入すると、目いっぱいにごみを詰め込む人が増え、収集
作業員の人の負担が増え、危険になるのではないですか。

　収集作業員へご配慮いただきありがとうございます。
　ご心配いただいた懸念事項については、現在も一袋当たりの重量を５㎏までと定めており、
そのルールについては変更の予定はありません。
　このたびの単純指定ごみ袋制度の導入により、これまで中の見えにくいごみ袋や段ボール等
で排出されていたごみが、視認しやすくなり、危険物等による怪我のリスクは減少すると考え
ています。

　単純指定ごみ袋の導入については、2026年（令和８年）９月より、移行期間を開始し、
2027年（令和９年）３月より本格導入となる予定です。
　本格導入後は、燃やせるごみは単純指定ごみ袋、燃やせないごみ及び資源ごみ（缶・びん・
ペットボトル）は、中身の見える無色透明または無色半透明の市販袋で排出していただくこと
となります。
　　現在は排出ルールが守られていないごみについても可能な範囲で回収を行っている状況
ですが、より厳格にルールを守っていただくため、単純指定ごみ袋導入後は、段ボールにごみ
を入れている等、指定ごみ袋に入っておらず、不適切に排出されたごみについては、回収いた
しません。
　回収しなかったごみは、回収できない理由を記載した啓発シールを貼り、排出者に対して、持
ち帰ってルールに従った排出をするよう啓発します。そのため、回収しなかったごみは、ごみス
テーションに残置することとなります。残置したごみが排出者により回収されない場合は、一
定期間経過後、市で回収します。排出者の特定ができた場合は直接指導を行う等、必要な措置
をとります。
　明石市ではステーション方式でごみ収集を行っていますが、ごみ置き場は、市で管理してい
るものではなく、自治会等で指定していただいた場所に集積されたごみを、市が収集していま
す。
　立て看板などは、市が提供していますが、ごみ収集後の清掃やカラス除けネットの設置など
日常の管理は、自治会などごみ置場を利用される地域の方々が担っています。
　また、指定ごみ袋が定着するまで、本格導入直後は、スムーズな移行が難しい面もあると見
込まれることから、市によるごみステーションの見廻りや、啓発活動の強化など地域の方々の
負担を軽減できるよう努めてまいります。

（７）単純指定ごみ袋制度導入後の収集対応について
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No. 意見の概要 市の考え方

136
庭木を切った際の剪定枝については、袋に入れることが大変困難かつ、袋を
大量に消費するため、これまでとおり、紐で束ねて燃やせる日に出せるよう
にしてほしいです。

137

現状の排出方法として、剪定枝やすだれ等の長尺ごみは、束ねるか袋にいれ
て、少量ずつ（２～３袋）出してくださいとホームページ等に記載があるが、単
純指定袋導入後は、袋に入れての排出となりますか？高齢者が増えている
状況で、切断作業などが発生すると怪我をしやすいと思うので検討してほし
いです。

138
神戸市は傘も指定ごみ袋に入れていると聞いていますが、傘についても、こ
れまでどおり、ごみ袋に入れないで排出できるようにしてほしいです。

139

園芸の土やオムツは指定のごみ袋以外でも捨てられるようにしてほしいで
す。
オムツは、ベビーメーカーのオムツ専用ゴミ箱を使用しており、袋のサイズが
あわなければ使えません。

　明石市では、現在の燃やせるごみの排出のルールとして、中の見える透明または、ブルー系
で45リットルサイズのポリ袋を使用していただくよう定めており、スーパー等のレジ袋やルー
ルに合わないその他の袋、段ボール等での排出は認めておりません。
　単純指定ごみ袋導入後は、ルールを厳格化し、単純指定ごみ袋以外で排出されたごみについ
ては、回収ができません。単純指定ごみ袋に入れて排出いただくようお願いします。
　また、現在のごみ分別のルールでも、土は原則ごみとして扱いませんが、再利用できない場
合は、排出される場合は、少量ずつ燃やせるごみでの排出をお願いしています。

140
新聞や雑誌、段ボールの紙ごみについても、今後指定ごみ袋に入れることに
なりますか。

　このたびの単純指定ごみ袋については、燃やせるごみのみを対象としており、新聞、雑誌・雑
がみ、段ボールの紙類の排出ルールに変更はありません。新聞、雑誌・雑がみ、段ボール、紙
パックは、種類ごとにひもでしっかりしばって紙・布回収の日か、地域の集団回収に出してくだ
さい。
　また、市内２か所（明石市役所・明石クリーンセンター）に紙のリサイクルボックス「Taco箱」を
設置していますので、ご活用ください。

（８）ごみの分別方法について

　単純指定ごみ袋の導入後も、庭木の剪定枝、傘等の長尺ごみについては、現在のルールと同
様の排出方法となります。
　具体的には、庭木の剪定枝は、１ｍ程度の長さに切って束ねるか袋に入れて少量ずつ（２～３
袋）燃やせるごみで排出してください。傘は、袋に入れるか、紐でくくって燃やせないごみで排
出してください。ただし、ガーデンパラソルのような大きなものは粗大ごみとなります。
　ごみ分別や排出ルールについては、単純指定ごみ袋の導入に合わせて、市民の皆様に分別し
ていただけるよう、お知らせさせていただきます。
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No. 意見の概要 市の考え方

141
剪定枝を堆肥化すれば、減量につながることに加え、その堆肥を販売して歳
入にしてはどうですか。

142
剪定枝については、紐でくくって排出し、堆肥化、燃料化、チップ化等の再資
源化をしてはどうですか。

143

剪定枝、草木の葉及び木片は肥料化によって、燃やすごみを減少させること
ができます。明石市においては、その肥料を大久保北部の丘陵地及び市内の
公園の樹木並びに街路の樹木に施すことができます。
二酸化炭素の排出量を減らすことができるこの剪定枝、草木の葉及び木片
の肥料化の施策は、あかしSDGｓ推進計画のまちづくりの方向性のひとつで
ある「安全で快適な暮らしを将来にわたり引き継げる「人にも資源にも地球
にもやさしいまち」を目指します。」に非常に合致する施策です。
そのためには、確かにコストが生じます。しかし、多くの国々が、そのコストが
生じることを前提にして地球規模で二酸化炭素の排出量の削減に取り組ん
でいます。
また、公害防止の歴史を振り返れば、各種の工場においては、大気、河川及
び土壌の汚染防止のための設備コストを負担することは当然の責務になっ
ています。このコストの負担は、Pfasの問題の解決にも通じます。
明石市は二酸化炭素の排出量の削減に必要なコストについて、どのように考
えていますか。

144
庭木の剪定枝がよく出るため、自家用車で気軽に持ち込める場所をつくって
ほしいです。

　ご提案いただいた事業の実施にあたっては、受け入れにかかる場所や、人員体制の確保等の
課題もあり、実現が難しい側面もございますが、今後のごみの減量施策を検討していく上で参
考とさせていただきます。

145 プラスチック分別も早く始めるべきと考えます。

146

プラスチック類の保管、分別、圧縮及び梱包は、新ごみ処理施設の敷地内で
ない場所でも実施可能です。プラスチック資源化施設とごみ焼却施設を異
なった場所に設置している市もあります。ところが、明石市は、プラスチック
資源化施設と新ごみ処理施設の敷地内に設置することに固執しています。そ
のことによって、明石市におけるプラスチック類の資源化（商品化）の時期が
新ごみ処理施設の稼働時に遅れてしまいます。
明石市は、そのように同じ敷地内に固執している理由及びプラスチック類の
資源化（商品化）の時期が遅くなっても構わないとする理由を示してくださ
い。

147

プラスチック類の資源化（商品化）によって、燃やすごみの量を減少させるこ
とができます。一方で、単純指定ごみ袋の導入によっても燃やすごみの量を
減少させることができます。
これら二つの方法のそれぞれの減量効果の違いについて、明石市の見解を
示してください。

　プラスチック類の資源化による燃やせるごみ量の削減効果については、認識していますが、
選別施設の建設や新たな分別種類の増加に伴う収集回数の増加等の課題もあります。
　単純指定ごみ袋の導入による燃やせるごみの減量効果については、分別の促進や、段ボール
等による不適切な排出の是正、近隣自治体から不正に排出されるごみの抑制、事業系一般廃
棄物の家庭系ごみへの混入の抑止による減量が見込めると考えています。

No. 意見の概要 市の考え方

148

近年、明石市の総ごみの排出量は減少傾向にあります。減少率を見ると、単
純指定ごみ袋を導入しなくても令和13年度を待つことなく総ごみの処理量
が目標と定める81,000t/年まで減少するのではないかと考えますが、令
和６年度から令和13年度の間の各年度の総ごみの処理量の推移をどのよう
に予測しているのか、数値で示してください。

　明石市のごみの排出量は、現行計画における目標値を達成するペースで減少していますが、
同じ減少率で今後も推移していくと考えておらず、適宜様々な施策の導入の必要性を感じて
います。
　推移については、目標値を定めている「明石市一般廃棄物処理基本計画」が令和８年度に中
間見直しを実施する予定であり、このたびの単純指定ごみ袋の導入による減量効果の他、「ゼ
ロ・ウェイストあかし」の取組みによる減量効果を盛り込んだ処理量の推移をお示しできればと
考えています。

149

改正条例素案は、家庭系一般廃棄物の排出のみを対象としていますが、家庭
系一般廃棄物の排出量は、令和３年61,383ｔ、令和４年度59,050ｔ（対前
年度△3.8%）、令和５年度56,898ｔ（対前年度△3.6%）となっています。
令和４年度と令和５年度の２か年分を合わせると△7.4%になります。
明石市は、このような家庭系一般廃棄物の大幅な減少の原因をどのように
分析していますか。
また、このような家庭系一般廃棄物の大幅な減少は明石市だけの事情によ
るものか、他の周辺自治体においても同様な現象が生じているのか調査結
果を示してください。
調査の結果、周辺自治体において共通している場合、明石市の単純指定ごみ
袋導入効果をどのような方法で測定するのか教えてください。

　ごみの減少要因については、「食品ロスの削減の推進に関する法律」（食ロス法）や「プラス
チックに係る資源循環の促進等に関する法律」（プラ新法）等の法整備も進み、ごみとして排出
されていたものの再資源化が進んだことや、社会的に環境に配慮した事業活動が推奨されて
きたことが要因と考えます。
　また、令和５年度からは、「ゼロ・ウェイストあかし」の取組により、市民の皆様のごみ減量への
関心が高まったことも要因の一つと考えています。
　当市にも当てはまるとおり、他市においても、ごみの排出量の減少は多数の自治体において
確認できますが、各市のごみに関する施策や状況等は様々であり、一概に同様の現象が生じ
ているかどうか明確にお示しすることはできかねます。
　単純指定ごみ袋の導入効果については、家庭系ごみの処理量の推移で測定することを考え
ています。

（１０）その他

（９）新たな分別区分について

　剪定枝の堆肥化等に関するご意見をいただき、ありがとうございます。
　このたびの単純指定ごみ袋制度は、「ゼロ・ウェイストあかし」を合言葉として取組を進めてい
るごみ減量施策の中の一つです。剪定枝の堆肥化やチップ化等のごみの減量効果については
認識していますが、再資源化にかかる費用なども踏まえ、慎重に検討する必要があると考えて
います。
　二酸化炭素の排出量の削減等に関しては、関係部局と連携のもと、今後も引き続き取組の推
進を図ってまいります。

　プラスチック資源に対応した新ごみ処理施設については、残渣や異物処理を含めたごみ処理
の効率性や、整備に係るコスト面（事業用地、施設・設備（受変電、計量機、中央制御室等）など）
を考慮し、明石クリーンセンター敷地内の旧大久保清掃工場跡地に整備することとしており、
新ごみ処理施設の供用に併せプラスチック資源の処理を開始する予定です。
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150
単純指定ごみ袋の導入後、明確に効果検証ができない場合、その使用を一
層強化するのか、単純指定ごみ袋の利用を中止するのか、どのように判断す
るのか教えてください。

　単純指定袋の導入後、ごみ減量の効果が少なく、目標としている令和13年度の市ごみ処理
量が達成できないと判断した場合には、新たなごみ減量施策の実施を検討します。

151

指定ごみ袋の導入以前に、個人では限界があり、国や企業に働きかけて、誇
大包装をなくし、再利用可能なものにしたり、製造元等の表記シールははが
しやすい素材に変える、窓つき封筒のセロハンを紙に変える、レシートなどの
感熱紙を普通紙に変える等の努力をしてほしいです。
また、明石市としても、資源ごみの回収にプラスチック容器や梱包用品（発泡
スチロール等）を追加してほしいです。また、生ごみ用にコンポストやごみ乾
燥機等の助成をしてほしいです。

　明石市としても、資源循環型社会の実現に向けては、国・県だけでなく民間事業者等との連
携が必要不可欠であると考えています。
　明石市におけるプラスチックの分別につきましては、2031年(令和13年)の新ごみ処理施
設の稼働にあわせての実施を予定しています。
　また、生ごみ処理機等の助成につきましては、令和６年度より実施しており、令和７年度につ
いても実施を予定しています。ぜひご活用ください。

152

ごみ減量施策として
・リサイクルする
・再利用する
・必要なものだけ買う
・使える人にプレゼントする
を推進してほしいです。

153
廃棄物そのものの量を減らすために、まずは焼却炉の面積を減らすことを多
くの人に知ってもらい、呼び掛けをして協力を仰いだり、明石市が管理して
いる建物などで率先してごみの量を減らす取組をしてほしいです。

154
指定袋にはせず、30年くらい前に保健センターで空き缶のリサイクルの機械
があったように、子どもたちが遊び感覚でリサイクルなどができる仕組みを
つくるとごみ削減できると思います。

155
もっと目につくところに、段ボールや雑誌等を捨てられる場所を増やしてほ
しいです。

　明石市では、令和５年度より明石市役所西庁舎に紙類回収ボックス「Taco箱」を設置し、令
和７年度からは明石クリーンセンターにも増設し、運用を開始しています。今後の展開に関して
は現在のところ未定ですが、安全性と利便性に配慮して事業継続に努めてまいります。

156 山陽電車の各駅に資源ごみ回収ボックスを設置してほしいです。

157
メルカリ等のリサイクル事業者と連携して、粗大ごみの減量や利益を出せる
仕組みをつくってはどうですか。

158
減量効果が大きく見込めない単純指定ごみ袋を導入するのではなく、リサイ
クル率をあげる施策に取り組むべきだと考えます。

159

世の中では、ビニール袋といった物はたくさんの製品に使われており、簡単
に手に入ります。それらの袋をごみとして捨てられるのがもったいなく感じ
ます。
我が家では、食料品等をまとめて入れてある袋やクリーニングで服を入れて
戻ってくる袋等を活用しています。これまでごみ袋を購入していないのに、
新たに購入することとなる場合、出費は増えることとなり、このご時世やめ
ていただきたいです。
九州の福岡市では、コンビニ袋がごみ袋として使用できるようになったと
いったニュースを見ました。そういった取組みを進めてほしいです。
安易に指定袋といった考えではなく、将来に向けて持続的にどうすればごみ
を減らすことができるか、どうすれば市民の行動を変えさせることができる
かといった視点で考えていただきたいです。

　明石市では、現在の燃やせるごみの排出のルールとして、中の見える透明または、ブルー系
で45リットルサイズのポリ袋を使用していただくよう定めており、スーパー等のレジ袋やその
他の袋、段ボール等での排出は認めておりません。単純指定ごみ袋は、これまでの４５リットル
サイズのポリ袋と同等の価格でお買い求めいただける見込みです。
　また、小さなサイズの袋を利用したいとの要望が多かったことから、排出ルールを変更し、新
たに排出量に合わせた３サイズ（15リットル、30リットル、４５リットル）での展開を予定してお
り、各ご家庭で人数等の状況によって選択できるようになります。
　ご提供いただいた情報やご意見につきましては、今後のごみ減量施策を検討する上で参考
にさせていただきます。

160

指定ごみ袋による減量効果は、経済的なインセンティブ効果に加え、分別・リ
サイクルルートの確立と市民、事業者の協力体制や減量に関する情報発信の
強化、対話と学習の場づくり等、重層的な仕組み作りが不可欠です。
そういった場として、専門家や市民と一緒に検討できる「ゼロ・ウェイスト市
民会議」を設けてみてはどうですか。

161

条例改正が終了した後に、市民説明会や袋のデザインアンケートを行うとし
ていますが、順番が違うと感じます。施策の検討段階での市民対話が自然で
あり、検討は市民とともに行うべきです。
早急に全市民を対象とした「指定ごみ袋」に関する対話の場を設けて、市民
と条例の改正までに多様な対話・熟議を求めます。

162
意見募集が一か月は短すぎます。（知らない人が多いと思います）
スケジュールありきで実施しないでほしいです。

　このたびの「明石市廃棄物の処理及び清掃に関する条例」の一部改正に対する意見公募につ
いては、市民参画条例第９条の規定により、市広報紙及び市ホームページにて公表を行い、同
第１１条第２項の規定に基づき、2025年(令和７年）３月１９日から４月１８日までの３１日間実
施しています。

　皆様のご意見や他市事例、先進的な民間企業の技術等の情報収集に努めながら、明石市とし
てごみの減量・再資源化が進めていけるよう、今後の施策の参考とさせていただきます。

　環境施策に関する会議体としては、有識者、関係団体、公募市民から構成される「明石市環境
審議会」を設けており、　「家庭系指定袋制の導入」につきましては、2022年（令和４年）4月に
改定された「明石市一般廃棄物処理基本計画」の改定にあたっての審議会の場で議論を重ね
た後、意見公募を行っています。
　また、広く市民の方々に対しては、これまで、ごみ減量・再資源化の推進を図るうえで地域と
のパイプ役を担うごみ減量推進員の方々との情報・課題の共有や、協力員の方々を対象とした
研修会の実施のほか、出前講座などを通じて情報発信や対話、学習の場づくりに努めてきた
ところです。
　さらに、令和５年度、６年度は、タウンミーティングやワークショップ、市民アンケートの実施を
通じて、市民の皆様のご意見をお伺いしてきました。
　単純指定ごみ袋の導入にあたっては、各地域において説明会を実施することを予定してお
り、市民の皆様のご意見をお聞きした上で、ごみ袋の規格や仕様に反映していきたいと考えて
います。

　ご意見をいただきありがとうございます。
　今後、ごみ減量施策を検討する上で参考にさせていただきます。
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163

今回の意見募集（パブリックコメント）前に、市民アンケート調査及びワーク
ショップを実施していますが、単純指定ごみ袋の導入の是非をテーマにした
内容ではないです。明石市は単純指定ごみ袋の導入の是非をテーマとしな
い市民アンケート調査及びワークショップの実施によって市民参画条例が求
める市民参画手続を行ったと判断しているのですか。

164

市民参画条例第8条（市民参画手続の実施原則）第５項において市民参画手
続の実施時期を、「市民等は、市民参画手続の結果を最も効果的に政策等に
反映できると認める適切な時期において、市民参画手続を実施するよう努
めるものとする。」と規定しており、明石市は単純指定ごみ袋の導入のための
改正条例が議決された後に実施を予定する市民説明会が、当該８条第５項に
規定する「最も効果的に政策等に反映できる時期」と判断していますか。

165

市民参画条例第７条（市民参画手法）第３号において、意見交換会手続を「市
長等が政策等の案を説明し、参加した市民からの意見等を収集し、又は参加
した市民と意見交換することを目的として、説明会、タウンミーティング（市
長等と市民との対話型の集会をいう。）その他の集会を開催する方法をい
う。」と規定しており、明石市は単純指定ごみ袋の導入のための改正条例が
議決された後に、市民説明会を予定していますが、この市民説明会を市民参
画条例第７条第３号に規定する意見交換会手続と位置付けていますか。

166

自治基本条例第４条（自治の基本原則）において、自治の主体は市民であり、
市民の市政への参画の機会が保障されること、市民と市、市民同士は、適切
な役割分担の下で連携し、協働してまちづくりに取り組むことを基本原則と
して、自治を推進するものとすると、規定されています。
単純指定ごみ袋の導入は、市行政と市民の協働が欠かせない重要な施策と
考えており、その協働を進めるためには、単純指定ごみ袋の導入の施策の決
定過程への市民の参画が不可欠とも考えています。
明石市が条例改正後に予定している市民説明会は、自治基本条例第４条に
規定する参画と協働を目的とする意見交換の機会なのか、明石市において
決定済みの施策に対して市民に理解と協力をお願いする機会なのか、市の
考え方を示してください。

167
この素案に対する意見としては、単純指定ごみ袋を導入することに対する賛
成、反対ともに提出することが可能ですか。

　提出することは可能です。

168
単純指定ごみ袋の導入は、市民参画条例第６条（市民参画手続の実施等）第
２項第５号に定める「市民の生活に重大な影響を及ぼすおそれのある制度及
び事業の策定又は変更」に該当することで間違いないですか。

　該当します。

169

「一般廃棄物処理基本計画」において、ごみ処理量の減量目標を定めている
が、この記載の数値には家庭系のみではなく、事業系廃棄物も含んでいま
す。今回、事業系廃棄物について、単純指定ごみ袋を導入しない理由を説明
してください。

170 事業系ごみについても、指定ごみ袋を導入するべきではないのですか。

171
何年分も安く販売されているタイミングでごみ袋を購入しており、使い切れ
ず困ります。

172

すでに大量に青色の袋を購入してしまい、指定袋及び透明袋に変更される
と、かなりの量の袋が無駄になってしまいます。
せめて、今持っている袋を使い切るまで、青色と半透明の袋を使用させてほ
しいです。

173
現行のごみ袋を10年分程度買い置きしており、大量にごみとして廃棄する
ことになります。
ごみの減量のために、ごみが増える本末転倒の施策は撤回してほしいです。

174
ごみ袋を一定無料配布し、それ以上出す場合は各家庭で購入や、家庭でごみ
処理できる生ごみ処理機の購入補助など検討を頂きたいです。

　単純指定ごみ袋制度は、ごみ袋代にごみ処理手数料を上乗せする「有料化」とは違い、市がご
み袋の規格やデザインのみを指定する制度です。
　ごみ袋の価格にごみの処理手数料は上乗せされておらず、価格はスーパーやドラッグストア
等の小売店に委ねられるため市場価格となり、現在明石市で利用いただけるごみ袋と同等と
なると見込まれることから、ごみ袋の無料配布は予定しておりません。
　家庭用生ごみ処理機等の助成につきましては、令和６年度より実施しており、令和７年度に
つきましても実施を予定していますので、ぜひご活用ください。

　「家庭系指定袋制の導入」につきましては、2022年（令和4年）4月に改定された「明石市一
般廃棄物処理基本計画」における推進項目として位置づけられています。当該計画の改定にあ
たっては、有識者、関係団体、公募市民で構成される「明石市環境審議会」で議論を重ねた後、
意見公募を行っています。
　また、2023年（令和５年）９月には、市民向けに「ごみの減量」をテーマにしたタウンミーティ
ング、2024年（令和６年）8月から10月にかけて、ごみ減量推進協力員研修会を一般市民に
も拡大したワークショップを全9回実施し、ごみの減量施策として、指定ごみ袋制の説明を行っ
ています。
　また、2024年（令和６年）9月には無作為抽出1,300名を対象とした市民アンケート（回答
者数５５７名）、同アンケートをワークショップ参加者（回答者数299名）にも実施しています。
　上記を実施した結果、単純指定ごみ袋について市民の皆さまに一定のご理解を得られたも
のとして、2025年（令和７年）2月に、「明石市環境審議会」に対し、「家庭系指定袋制の導入」
に向けた条例改正スケジュール等について報告し、意見交換を行い、了承を得ております。
　これらの市民参画手続きを踏まえた上で、このたびの条例改正に伴う意見公募手続きに至っ
たものです。
　なお、条例の改正後の市民説明会については、条例を改正するにあたって行う、市民参画条
例第７条第３号に規定する意見交換会手続には該当しませんが、「指定ごみ袋の導入」に対して
の市民参画手続きには該当するものです。

　事業系廃棄物につきましては、直接搬入か、一般廃棄物収集運搬許可業者と契約して排出す
る必要があります。そのため、日々の展開検査に加え、202４年（令和６年）には、事業系廃棄
物の適正な処理について解説する「明石市事業系ごみハンドブック」を作成し、排出者および
許可業者に対し、啓発指導を強化しているところです。
　今後、これらの取組による減量効果をみて、必要に応じて事業系指定ごみ袋の導入を含む減
量施策を検討してまいります。

　単純指定ごみ袋については、202７年（令和９年）３月から本格導入、２０２６年（令和８年）９
月から６ヶ月間の移行期間を設けることを予定しています。、移行期間においては、指定ごみ
袋とこれまでどおりのごみ袋のどちらもご使用いただけますので、本格導入までのご活用を
お願いします。
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175
70歳以上の人に、タクシーチケット配布時にごみ袋チケットを追加してほし
いです。

　ご意見いただきありがとうございます。
　現在のところ、ごみ袋チケットの配布等は検討しておりませんが、今後の施策の参考にさせて
いただきます。

176
市のごみ処理施設への直接搬入の場合も指定ごみ袋を使用する必要がある
のですか。

　単純指定ごみ袋導入後も、明石クリーンセンターへ、直接搬入する場合は、袋に入れる必要は
ありません。ただし、ごみは必ず分別区分ごとに分別してください。
　直接持ち込みされる場合は、市ホームページの「明石クリーンセンターへの直接持ち込みに
ついて」をご確認ください。
https://www.city.akashi.lg.jp/kankyou/clean_cen/kurashi/gomi/dashikata
/acc_mochikomi.html

177
公園や海岸、河川などの公共の場所のごみをボランティア活動で清掃した場
合も指定ごみ袋を使用しなくてはならないのですか。

178

犬を飼い始めてから、散歩の際にごみ拾いをし、12年ほど続けています。当
初は一回でレジ袋（大）２～３袋は必ずありましたが、住民の意識がかわり、今
では１袋で済むようになりました。指定ごみ袋が導入されると、誰もごみ袋を
購入してまで、ごみ拾いをする人がいなくなるのではないですか。

179

子育て世代は分別を徹底する時間がなく、高齢者になるとスーパーのリサイ
クルボックスに持っていくことことも困難になることが考えられます。住みや
すい街として明石を選択しましたが今はメリットと思えるところがなくなって
います。明石市は住民税も安くないです。市民への負担増なく、税金の中で
無駄を削減すれば、ごみ処理や水道代の費用は捻出できると考えます。

　明石市が導入を予定している単純指定ごみ袋制度につきましては、新たに分別区分が増え
るわけではございません。
　現在、明石市では、燃やせるごみについては、中の見える透明または、ブルー系で45リットル
サイズのポリ袋を使用していただくようお願いしており、単純指定ごみ袋については、市販の
袋と同等の価格で購入ができる見込みであり、有料化と比較して経済的負担は少ないものと
考えています。
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マンションに生ごみ用のドラムがあり、こまめに毎日排出できます。
このマンションの魅力でもあり、指定ごみ袋の導入は魅力がなくなります。
指定ごみ袋になると、家に貯めて排出となり、家の中の臭いが気になりま
す。

 　このたびの条例の一部改正については、全ての明石市民の皆様のご家庭から排出される燃
やせるごみについて、中の見える透明または、ブルー系で45リットルサイズのポリ袋から単純
指定ごみ袋に変更していただくものとなります。
　マンション等にお住いの方も、単純指定ごみ袋をご利用いただくことになりますが、排出方
法（ドラム等）については、各マンションで定められたルールに従い排出をお願いします。

181 資源ごみの持ち去りを目にするが、もっと監視を強化してはどうですか。

　資源ごみの持ち去りにつきましては、警察との連携、日々のパトロール等の活動を続けてい
ます。今後も引き続き、法令等に基づき、適切に対応をさせていただきます。持ち去りを見か
けた場合は、対象者との直接的な接触は控え、明石市もしくは警察へご連絡いただくようお願
いします。
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ごみを分別しているにも関わらず、同じ所で焼却している事実があるのであ
れば、無駄な仕事を増やしていると感じます。

　現在分別をお願いしている、資源ごみ（空き缶、空きビン、ペットボトル）、紙類・布類、小型家
電、てんぷら油等につきましては、焼却処分はせず、破砕、選別等をしたうえ、再資源化（リサイ
クル）しています。
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「新ごみ処理施設の整備を予定していますが、建設費用を圧縮するため、可
能な限りコンパクトな施設を計画しています。そのため、より一層のごみ減
量・再資源化を推進する必要があります」と記載しています。しかし、これまで
のところ、再資源化を推進する必要があると記載する取組の全体像、すなわ
ち、排出（収集）と処理（再資源化）の全体像が市民に示されていません。明石
市が描いている全体像を教えてください。

 明石市では、2022年（令和4年）から、新ごみ処理施設の稼働を予定する2031年（令和13
年）までの10年間の排出や処理を含む推計目標を「明石市一般廃棄物処理基本計画」におい
て定めています。
　2026年度（令和８年度）は、同計画の中間見直しを実施する予定であり、このたびの単純指
定ごみ袋の導入を含む「ゼロ・ウェイストあかし」の取組や明石市の状況を踏まえた内容をお示
しできると考えています。
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「新ごみ処理施設」と記載があるが、この記載を「資源循環施設」に改めるべ
きと考えます。資源循環社会の実現を推進するためにも、このような名称を
新たな施設に付ける効果は、単純指定ごみ袋の導入による効果よりも大き
いものと期待しています。廃棄物の再資源化に関する市行政と市民との協働
が進むと思われます。
ずっと以前から、国においては、「ごみ処理」という語は用いません。「廃棄物
処理」という語を用いています。改正しようとしている明石市の条例の名称
にも「廃棄物」という語が用いられています。
明石市においては、新たな処理施設において、なぜ「ごみ処理」という語を用
いる必要があるのか、その理由をお示しください。

 「新ごみ処理施設」は、現明石クリーンセンターの後継施設を示すものとして、新施設の整備計
画を進めるに当たり設定した仮の名称となります。いただいたご意見は、今後の参考とさせて
いただきます。

　個人の善意により行っていただいている清掃活動によるごみについては、指定袋での排出
をお願いすることになりますが、公共の場所の清掃等、ボランティアをはじめとする自治会等
の団体で行う一斉清掃で出たごみについては、現在と同様に、一斉清掃用の指定ごみ袋に入
れて排出してください。
　自治会などの各種団体による屋外一斉清掃で出された土砂、ヘドロ、雑草、木の枝、空き缶
などの収集処理を行っていますので、清掃実施を希望する団体は、事前に『屋外一斉清掃年間
計画書』を収集事業課へ提出してください。ごみ回収まで、1週間ほどかかる場合もありますの
で、ご協力をお願いします。
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